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数学Ⅱ 第 4 章 三角関数 No.8 

学習のねらい 

三角関数の合成をできるようになろう！ 

 

 三⾓関数の合成というものをやろう。これむっちゃ⼤事。感覚的に
は、加法定理の逆計算をしている。 
 
例）𝑦 = sin 𝜃 + √3 cos 𝜃を𝑟 sin(𝜃 + 𝛼)の形にせよ。 
 
 問題⽂からわかるように、sin 	とcos 	の式をsin 	だけの式にしているか
ら、合成なんだね。では実際に⼿順を紹介しよう。なぜ、こんな式変形
を？と思うかもしれないけど、後で理由を説明するので、⼀旦受け⼊れ
て欲しい。 

 11! + 3√34
!
= 2より、 

 𝑦 = sin 𝜃 + √3 cos 𝜃 = 26sin 𝜃 ∙
1
2
+ cos 𝜃 ∙

√3
2
8	

         			 = 2 9sin 𝜃 cos
𝜋
3
+ cos 𝜃 sin

𝜋
3
;	

         			 = 2 sin 9𝜃 +
𝜋
3
; 

 と、いう感じ。分かんないね。 
 まず、なぜ2で括ったのかを説明しよう。𝑦 = sin 𝜃 + √3 cos 𝜃を⾒た時

に、sin(𝜃 + 𝛼) = sin 𝜃 cos 𝛼 + cos 𝜃 sin 𝛼を使いたいなと思う。 
sin 𝜃の係数はcos 𝛼で、cos 𝜃の係数はsin 𝛼なので、1と√3をそれぞれ

cos 𝛼とsin 𝛼にしたい。ところが、cos 𝛼とsin 𝛼は−1から1までの値しか取
らないので、1と√3の⽐を変えないまま、cos! 𝛼 + sin! 𝛼 = 1が成り⽴つ

値にしたい。なので、(1 ∙ 𝑘)! + 3√3𝑘4
!
= 1となる𝑘を考える。すると、

𝑘 = "
!
となる。よって、𝑦 = sin 𝜃 + √3 cos 𝜃 = 2 9sin 𝜃 ∙ "

!
+ cos 𝜃 ∙ √$

!
;のよ

うに変形した。そして、cos 𝛼 = "
!

、 sin 𝛼 = √$
!

となるような𝛼は𝛼 = %
$
な

ので、𝑦 = sin 𝜃 + √3 cos 𝜃 = 2 sin 9𝜃 + %
$
;とできる！ということ。 

 まぁ、⾊々書いたけど、⼿順はこれ！ 
 
  𝑎 sin 𝜃 + 𝑏 cos 𝜃 = 𝑟 sin(𝜃 + 𝛼)  (𝑟 > 0、− 𝜋 < 𝛼 ≦ 𝜋)のとき、𝑟と
𝛼を求める。 

 
 ①𝑥𝑦平⾯上に点(𝑎, 𝑏)を取る。 
 ②原点 O から点(𝑎, 𝑏)までの距離𝑟を 

求める。 
 ③点 O と点(𝑎, 𝑏)を結んだ直線と𝑥軸 
  とのなす⾓𝛼を求める。 
 
 ちなみに、1と√3をそれぞれsin 𝛼とcos 𝛼にするとcos 	の加法定理を使
うことになる。まぁ、ほぼ使わないけど。 
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♢問題 

1. 次の式を𝑟 sin(𝜃 + 𝛼)の形に変形せよ。ただし、𝑟 > 0、− 𝜋 < 𝛼 ≦ 𝜋
とする。 
(1) sin 𝜃 + cos 𝜃 (2) √3 sin 𝜃 − cos 𝜃 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2. 次の関数の最⼤値と最⼩値を求めよ。また、そのときの𝜃の値を求
めよ。ただし、0 ≦ 𝜃 ≦ 𝜋とする。 

𝑦 = cos 𝜃 − sin 𝜃 
 
 
 
 
 


